
第１回 在宅医療・介護連携研修会 

 

日時：令和３年 11 月 26 日（金）18：30～ 

 

１．開会 

 

  あいさつ   鴨川市健康福祉部健康推進課 課長 角田 守 

 

 

２．講演 

 

  ▼ 新型コロナウイルス感染症における保健所の対応 

 

     講師：安房保健所 鴨川地域保健センター 次長 児玉 一世 

 

 

３．その他 

 

 （１）アンケートのお願い   

  研修会についてアンケートへの協力をお願いします。 

  回答は QR コードから 11/29 までとなります⇒ 

 

 

 （２）第２回 在宅医療・介護連携研修会（Zoom 研修）のご案内 

    日 時 令和３年 12 月 17 日（金）18：30～ 

    テーマ 「新型コロナウイルス感染症発生の施設の対応」 

    講 師 介護老人保健施設市川ゆうゆう 伊藤慎介 施設長 

    申込み 後日、安房介護サービスネットワークにチラシ掲載 



新型コロナウイルス感染症における
保健所の対応

千葉県安房保健所鴨川地域保健センター
児玉一世

令和３年１１月２６日

鴨川医療介護連携会議主催



新型コロナウイルス感染症における保健所の対応
１医療機関からの発生届の受理(患者の探知）

２患者への連絡・積極的疫学調査の実施

３患者の療養先の決定(入院または宿泊（ホテル）または自宅）

４濃厚接触者の特定と濃厚接触者への検査の調整と実施

５自宅療養者及び濃厚接触者への健康観察



新型コロナウイルス感染症における保健所の対応

感染拡大防止への対応(クラスター対策）

１）医療機関や福祉施設等において、同一施設で患者が複数名発
生した場合、あるいは発生する可能性があると判断した場合、千
葉県へ保健所からクラスター対策班を依頼する。

２）クラスター対策班と保健所が施設を訪問し、感染拡大の要因
を探るとともに施設の感染対策を確認する中で、感染拡大防止に
向けた助言指導を行う。



１医療機関からの発生届の
受理

新型コロナウイルス
感染症発生届様式



２患者への連絡・積極的疫学調査の実施

【病状調査】
•患者へ連絡をとり、発症日及び症状経過、既往歴、現病歴、行
動歴を確認する。

【接触者調査】
•感染可能期間に濃厚接触の可能性がある者を特定し、検査の調
整をするとともに最終接触日から１４日間の行動自粛を依頼す
る。



感染可能期間
•患者(確定例)
発症２日前から入院又は宿泊療養又は自宅療養の解除の基準を

満たすまでの期間

•無症状病原体保有者(無症状で感染が確認された者）
検体採取日の２日前から入院又は宿泊療養又は自宅療養の解除

の基準を満たすまでの期間

国立感染症研究所・感染症疫学センター
新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領より



退院基準・解除基準
１有症状者の場合（人工呼吸器等による治療を行っていない場合）
①発症日から１０日間経過し、かつ、症状軽快（解熱剤を使用せず、呼吸
器症状が改善傾向である場合）後７２時間経過した場合
②症状軽快後２４時間経過した後、PCR検査又は抗原定量検査で２４時間
以上間隔をあけ、２回の陰性を確認した場合

２無症状病原体保有者の場合
①検体採取日（陽性が確定した日）から１０日間経過した場合
②検体採取日（陽性が確定した日）から６日間経過後、PCR検査又は抗原
定量検査で２４時間以上間隔をあけ、２回の陰性を確認した場合

国立感染症研究所・感染症疫学センター
新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領より



３ 療養先の決定（入院又はホテル療養又は自宅療養）

・発生届「入院の必要性の有無」欄を確認するとともに、既往歴、
現在の体調、現在治療中の疾患等を考慮して療養先を決定する。



ホテルへの現時点での患者受け入れ対象者（千葉県）

１ PCR検査等で陽性になった無症状者又は軽症者

２ 医師の判断でホテル療養が適当と判断された者

令和３年１０月１３日現在



自宅療養を認める人の基準（千葉県）
ホテル療養の選択を示した上で、自宅療養を希望する者にあっては以下の
（１）～（７）の条件をすべて満たす場合に認める。

（１）無症状又は軽症の者であること
（２）年齢が６０歳未満の者であること
（３）自宅に本人が療養できる個室があること
（４）同居者に６５歳以上の者、妊婦がいないこと
（５）同居者に重篤な基礎疾患を有する者、免疫抑制状態のある者がいない

こと
（６）同居者に医療・介護従事者がいないこと
（７）独居の場合、自立生活可能であり、外出しないことを遵守できること

※上記以外でも例外的に自宅療養を認める場合があります。



４ 濃厚接触者の特定と濃厚接触者への検査の調整と実施

濃厚接触者の定義
「患者(確定例）」（「無症状病病原体保有者」を含む以下同じ） の感染可能期

間において、当該患者が入院、宿泊療養又は自宅療養を開始するまでに接触した者の
うち、次の範囲に該当する者
• 患者(確定例）と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等を含む）があった者
• 適切な感染防護なしに患者（確定例）を診察、看護若しくは介護していた者
• 患者（確定例）の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い
者

• その他：手で触れることのできる距離（目安として１ｍ）で、必要な感染予防策な
しで、「患者（確定例）」と１５分以上の接触があった者（周辺の環境や状況等
個々の状況から患者の感染性を総合的に判断する）

国立感染症研究所・感染症疫学センター
新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領より



５ 自宅療養者及び濃厚接触者への対応

１）自宅療養者への対応
①健康状態の把握
・対象者全員に血中酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター）の貸し出し
・健康観察（毎日）し、病状によってオンライン受診や入院の調整

②日常生活支援
・無料配食サービスの案内（７日分の食料品をまとめて配達（千葉県事業））
食料品の内容：常温保存が可能なレトルト食品やご飯パック、缶詰、飲料、フ

リーズドライの味噌汁・スープ等
・民間配食サービスについての情報提供

２）濃厚接触者への対応
・健康観察期間中、体調不良になった場合保健所に連絡し、状況に応じて再度検
査あるいは受診の調整を行う。


